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特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会入会規程 

(趣 旨) 

第１条 この規程は、特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会 以下「協会」という。

定款第７条に基づき、協会に入会しようとする団体及び個人に関し必要な 

事項を定める。 

(会 員) 

第２条 協会は、栗原市における体育、スポーツに関する団体及び個人で、協会 

 の目的に賛同するものを正会員及び賛助会員として入会させることが出来 

る。 

(入 会) 

第３条 協会に新たに入会しようとする団体及び個人は、次の各号に定める関係 

 書類を会長に提出しなければならない。 

２ 正会員及び賛助会員として入会しようとする団体 

(１) 正会員入会申込書 様式第１号 賛助会員入会申込書 様式第２号

(２) 規約 

(３) 役員名簿 

(４) 前年度事業報告書及び収支決算書 

(５) 当該年度事業計画書及び収支予算書 

３ 正会員及び賛助会員として入会しようとする個人 

(１) 正会員入会申込書 様式第３号 ２ 賛助会員入会申込書 様式第４号

４ 会長は、入会申込書の提出があったときは理事会に諮り承認を得なけれ 

ばならない。 

(会 費) 

第４条 会員は、毎年７月末日までに、定款第８条に定める会費を納入しなけれ 

ばならない。 

事業報告等

第５条 団体は、毎年４月末日までに、次の関係書類を添えて、事業の報告をし 

 なければならない。 

(１) 前年度の事業報告及び収支決算書 

(２) 当該年度の事業計画及び収支予算書 

(１) 
 
 
  



 

(３) 当該年度の役員名簿 様式第５号

２ 団体は、規約及び役員に変更があった場合は、速やかにその旨を届け出 

なければならない。 

附 則 

この規程は、平成２３年 ３月 １日から施行する。 

(２) 
 
 
  



 

様式第１号(第３条２項) 

平成 年 月 日 

特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会長 様 

正 会 員 団 体 会 員 入 会 申 込 書 

特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会の正会員に入会を申し込みます。 

（ふ り が な） 

団 体 名 

代 表 者 名 

〒 

住 所 

電話・ファックス番号 

電子メールアドレス 

※ 記入情報は、特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会からの連絡のみに使用いた 

します。 

但し、氏名、住所、電話番号は、総会資料に掲載されます。 

添付書類 

(１) 規約 

(２) 役員名簿 

(３) 前年度事業報告及び収支決算書 

(４) 当該年度事業計画及び収支予算書 

(３) 
 
 
  



様式第２号(第３条２項) 

平成 年 月 日 

特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会長 様 

賛 助  会 員  団 体 会 員 入 会  申 込 書  

特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会の賛助会員に入会を申し込みます。 

（ふ り が な） 

団 体 名 

代 表 者 名 

〒 

住 所 

電話・ファツクス番号 

電子メールアドレス 

※ 記入情報は、特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会からの連絡のみに使用いた 

します。 

但し、氏名、住所、電話番号は、総会資料に掲載されます。 

添付書類 

(１) 規約 

(２) 役員名簿 

(３) 前年度事業報告及び収支決算書 

(４) 当該年度事業計画及び収支予算書 

(４) 
 
 
  



様式第３号(第３条３項) 

平成 年 月 日 

特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会長 様 

正 会 員 個 人 会 員 入 会 申 込 書 

特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会の正会員に入会を申し込みます。 

(ふ り が な) 

氏 名 

職 業 

〒 

住 所 

電話・ファツクス番号 

電子メールアドレス 

※ 記入情報は、特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会からの連絡のみに使用いた 

します。 

但し、氏名、住所、電話番号は、総会資料に掲載されます。 

(５) 
 
 
  



様式第４号(第３条３項) 

平成 年 月 日 

特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会長 様 

賛助会員 個人会員 入会申込書 

特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会の賛助会員に入会を申し込みます。 

(ふ り が な) 

氏 名 

職 業 

〒 

住 所 

電話・ファックス番号 

電子メールアドレス 

※ 記入情報は、特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会からの連絡のみに使用いた 

 します。 

但し、氏名、住所、電話番号は、総会資料に掲載されます。 

(６) 
 
 
  



様式第５号(第５条１項３号) 

平成 年 月 日 

特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会長 様 

加盟団体名 

代表者氏名 

役 員 報 告 書 

平成 年度の役員を下記のとおり報告いたします。 

役 職 氏 名 備 考 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

〒 ‐ 

住所 

氏 名 
事務局連絡先 

電 話 

フ ァ ッ ク ス 

メールアドレス 

(７) 
 
 
  



特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会理事候補者選出規程 

(目 的) 

第１条 この規程は、特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会 以下「協会」という。

定款第１４条に基づき、協会の運営を円滑に図るため、理事を協会加盟団 

体から選出するための必要な事項を定めることを目的とする。 

(選出方法) 

第２条 理事を選出するにあたっては、加盟団体にブロックを設置し、各ブロッ 

クから理事候補者を選出するものとする。 

２ 理事候補者は、就任日において満年齢７０歳を超えないものとする。 

(ブロック区分及び候補者数) 

第３条 加盟団体のブロックの区分及び候補者数は、別紙のとおりとする。 

(理事候補者届) 

第４条 各ブロックは、改選期ごとにブロック内で理事候補者を選出し、協会理 

事候補者届 様式１ を改選年の２月末日まで会長に提出するものとする。 

附 則 

この規程は、平成２３年 ３月 １日から施行する。 

(別紙) 特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会理事候補者選出区分 

ブロック区分 候補者数 構 成 団 体 名 

陸上競技協会 野球協会 ソフトボール協会 

Ａ ３名 ゲートボール協会 グラウンドゴルフ協会 

ペタンク協会 

バレーボール協会 バスケットボール協会 

Ｂ ３名 サッカー協会 ホッケー協会 スキー協会 

スポーツ少年団 

 Ｃ ３名  柔道協会 剣道連盟 相撲連盟 弓道協会 

空手道協議会 居合道協会 

 Ｄ ３名  卓球協会 テニス協会 ソフトテニス協会 

インディアカ協会 水泳協会 健康ダンス協会 

(８) 
 
 
  



様式第１号(第４条) 

平成 年 月 日 

特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会長 様 

構成団体 

届 出 者 ㊞ 所属 

特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会理事候補者届 

氏 名(ふりがな) 

所 属 

１  住 所 〒 

電話・ファツクス番号 

電子メールアドレス 

氏 名(ふりがな) 

所 属 

２  住 所 〒 

電話・ファツクス番号 

電子メールアドレス 

氏 名(ふりがな) 

所 属 

３ 
〒 

住 所 

電話・ファツクス番号 

電子メールアドレス 

※ 平成 年 月 日（ ）まで事務局に提出（厳守）願います。 

(９) 
 
 
  



特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会幹事会規程 

(幹事会の設置） 

第１条 特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会 以下「協会」という。 の重要事業及 

び加盟団体事業の総合的活動を推進するため、幹事会を設置する。 

(幹事会の構成) 

第２条 幹事会は、各加盟団体から届出された１名の幹事を以って構成する。 

２ 幹事の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。 

３ 加盟団体は改選期ごとに、別に定める幹事届出書を３月末日まで会長に 

 提出するものとする。 

(幹事長及び副幹事長の選任等) 

第３条 幹事会に幹事長及び副幹事長を置く。 

２ 前項の幹事長及び副幹事長は、幹事の互選により選出する。 

(会 議) 

第４条 幹事会は、協会長が招集し、次条所掌事項について審議する。 

２ 幹事会の会議は、幹事の過半数の出席により成立し、議事は過半数で決 

 し、可否同数の場合は議長が決定する。 

３ 幹事会の会議は、幹事長が議長となる。 

４ 幹事会の審議事項は、理事会に提案しなければならない。 

(所掌事項) 

第５条 幹事会は、次の事項を所掌する。 

(1) 総会に関すること 

(2) 定款の改廃及び諸規程に関すること 

(3) 表彰に関すること 

(4) 財政に関すること 

(5) 指定管理に関すること 
(6) 社会体育施設に関すること 

(7) 栗原市体育祭に関すること 

(8) 各種スポーツ大会の主催、共催及び後援に関すること 

(9) 研修会並びに講習会の主催、共催及び後援に関すること 

(10) スポーツ少年団に関すること (11) スポーツ医療、保

健に関すること 

(12) 栗原市から委託されたスポーツ事業に関すること 

(10) 
 
 
  



 

(13) スポーツ指導者の育成及び指導に関すること 

(14) スポーツの啓発宣伝及び普及活動に関すること 

(15) その他体育協会の振興に関すること 

附 則 この規程は、平成２３年 ３月 １日から施行する。 

（11） 
 
 
  



 

様式(第２条) 

平成 年 月 日 

特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会長 様 

加盟団体名 

代表者役職氏名 

特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会幹事届出書 

下記の者を特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会の幹事に届出いたします。 

団 体 名 

(ふ り が な) 

氏 名 

〒 

住 所 

電話・ファツクス番号 

電子メールアドレス 

※ 平成 年 月 日（ ）まで事務局に提出（厳守）願います。 

(12) 
 
 
  



特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会専門委員会規程 

（専門委員会の設置） 

第１条 特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会 以下「協会」という。 の事業を円滑 

に運営するため、次の委員会を設置する。 

(１) 総務委員会 

(２) 財務委員会 

(３) 事業委員会 

(４) 施設委員会 

(５) スポーツ少年団支援委員会 

(委員会の構成) 

第２条 前条１号から５号までに規定する委員会は、特定非営利活動法人栗原市 

 体育協会幹事会規程第２条に規定する幹事を以って構成し、各委員会の構 

成員の定数は６名以内とする。 

(委員長及び副委員長の選任等) 

第３条 各委員会に委員長及び副委員長を置く。 

２ 前項の委員長及び副委員長は、委員の互選により選出する。 

(会 議) 

第４条 各委員会の会議は、委員長が招集し議長となる。 

２ 各委員会は、必要に応じ合同で会議を開くことができる。 

(所掌事項) 

第５条 各委員会の所掌事項は、次のとおりとする。 

(１) 総務委員会 

① 総会及び理事会に関すること 

② 定款の改廃及び諸規程に関すること 

③ 表彰に関すること 

④ 広報の発行及び協会の啓発活動に関すること 

⑤ 資料の収集に関すること 

⑥ 各委員会との連絡調整に関すること 

⑦ 他の委員会に属さない事項 

（２） 財務委員会 

① 予算及び決算に関すること 

(13) 
 
 
  



 

② 財政の確立に関すること 

③ 他機関及び団体からの補助金、助成金及び寄付金に関すること 

④ 会員に関すること 

⑤ 賛助会員に関すること 

⑥ その他、財政全般に関すること 

(３) 事業委員会 

① 栗原市体育祭に関すること 

② 各種スポーツ大会の主催、共催及び後援に関すること 

③ スポーツイベントの企画及び実施に関すること 
④ 研修会並びに講習会の主催、共催及び後援に関すること 

⑤ スポーツ選手の育成及び指導に関すること 

⑥ スポーツ指導者の育成及び指導に関すること 

⑦ 栗原市から委託されたスポーツ事業に関するこ

と 

⑧ スポーツの啓発宣伝及び普及活動に関すること 

⑨ その他体育協会の事業に関すること 

(４) 施設委員会 

① 指定管理者となった栗原市社会体育施設の運営に関すること 

② スポーツ施設、設備の管理に関すること 

③ その他、スポーツ施設、設備の充実及び活用に関すること 

(５) スポーツ少年団支援委員会 

① スポーツ少年団の育成強化に関すること 

② スポーツ少年団の渉外的事業の支援に関すること 

③ その他スポーツ少年団の支援に関すること 

附 則 

この規程は、平成２３年 ３月 １日から施行する。 

(14) 
 
 
  



 

特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会スポーツ振興費交付規程 

（趣旨） 

第１条 特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会（以下「協会」という。）が交付する 

 スポーツ振興費については、この規程の定めるところによる。 

（補助の目的） 

第２条 協会は、スポーツの普及と振興、競技力の向上及び市民の健康増進を図 
るため、協会加盟団体等に対し、予算の範囲内でスポーツ振興費を交付す 

るものとする。 

２ 振興費の額は、理事会で決定する。 

（申請手続） 

第３条 振興費の交付を受けようとするときは、スポーツ振興費交付申請書（様 

式第１号）を協会長に提出しなければならない。 

（完了報告） 

第４条 事業が完了したときは、スポーツ振興費事業完了報告書（様式第２号） 

 を５月末日まで協会長に提出しなければならない。 

（証拠書類の整備） 

第５条 振興費に係る経費等は、収支状況を明確にした証拠書類を整備しなけれ 

ばならない。 

２ 証拠書類は、最低５年間保管しなければならない。 

附 則 

１ この規程は、平成２３年 ３月 １日から施行する。 

(15) 
 
 
  



様式第１号 

特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会スポーツ振興費交付申請書 

平成 年 月 日 

特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会長 殿 

団体名 

代表者 印 

特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会スポーツ振興費交付規程第３条の規定によ 

り、振興費を交付されるよう申請いたします。 

添 付 書 類 

・ 事業計画書（総会議案書可） 

・ 収支予算書（総会議案書可） 

・ 役 員 名 簿 

（一覧表でも可とするが、代表者及び事務 

局長は、住所、電話番号を必ず記載のこと。） 

交付金の振込先 

銀行・信用金庫 

金融機関名 農協・信用組合 支店 

普通 ・ 当座 預金 

口 座 番 号 

フリガナ

口 座 名 義 

(16) 
 
 
  



様式第２号 

特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会スポーツ振興費事業完了報告書 

平成 年 月 日 

特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会長 殿 

団体名 

代表者 印 

特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会スポーツ振興費事業を実施しましたので、 

特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会スポーツ振興費交付規程第４条の規定により、 

報告いたします。 

添 付 書 類 

・ 事業完了報告書（総会議案書可） 

・ 事業収支決算書（総会議案書可） 

(17) 
 
 
  



特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会表彰規程 

第１条 この規程は、特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会 以下「協会」という。

の充実発展と栗原市生涯スポーツの普及、振興に永年にわたり貢献した個 

人及び団体を協会が表彰することを目的とする。 

第２条 前条に規定する表彰の種類は、次のとおりとする。 

(１) 功労表彰 

(２) 一般表彰 

(３) 感謝状 

第３条 被表彰者は、次の各号の一に該当したものとする。 

(１) 功労表彰 
 栗原市においてスポーツ、レクリエーション活動の指導又は組織強化に 

１０年以上の経験を有し、かつ加盟団体の役員を通算１０年以上歴任し、加 

盟団体の代表者から推薦を受けた個人 

(２) 一般表彰 

 各種大会において特に功績顕著と認められ、加盟団体の代表者から推薦を 

受けた個人及び団体 

審査基準は、別に定める。 

(３) 感謝状 

次の各号の一に該当する個人及び団体 

① 協会役員として５年以上在籍し、功績顕著と認められ退任した者。 

② 生涯スポーツの普及、振興のため永年にわたり活動施設を提供したもの。 

③ 生涯スポーツの普及、振興のため協会に多大な貢献をしたもの。 

第４条 加盟団体の代表者は、前条の規定に基づき表彰推薦書を毎年２月末日ま 

で協会長に提出する。 

第５条 理事会は、表彰推薦書の内容を審査し被表彰者を決定する。 

第６条 表彰は、協会の定時総会において表彰状、感謝状及び記念品を贈る。 

附則 

この規程は、平成２３年 ３月 １日より施行する。 

（18） 
 
 
  



特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会一般表彰審査基準 

１、特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会(以下「協会」という。)は、次の各号に 

 該当し、加盟団体の代表者から推薦のあった個人及び団体を表彰する。 

 但し、小学校児童、中学校及び高等学校生徒は除く。 

(１) 特別優秀選手 

オリンピック、世界大会、アジア大会及びユニバーシアード大会等に出場し 

た個人及び団体 

(２) 優秀選手 

 文部科学省又は財団法人日本体育協会の加盟団体が主催する 

① 全国大会で６位以内に入賞した個人及び団体 ② 東北大

会で３位以内に入賞した個人及び団体 

③ 宮城県大会で優勝した個人及び団体 

④ 前各号と同程度の成績があると認められた個人及び団体 

２、表彰は、協会の定時総会で行うが、必要と認めた場合はこの限りでない。 

３、この基準は、平成２３年３月１日より適用する。 

特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会表彰内規 

１、功労表彰は、生涯一度とし、満年齢６０歳以上とする。 

２、功労表彰の推薦は、毎年各加盟団体２名以内とする。 

３、一般表彰、感謝状は、その都度とし、年齢は問わないものとする。 

４、通算年数は、合併前からの年数を引き継ぐものとする。 

５、この内規は、平成２３年３月１日より適用する。 

（19） 
 
 
  



 

特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会功労表彰候補者推薦書 

（功労） 

生 年 月 日 

 ふりがな

氏 名 
 大正 

昭和 
年 月 日 

平成 

住 所 年齢 満 歳 

所 属 電話 ‐ 

履 歴 

理 事 年 
体 

ス 
幹 事 年 

育 
専 門 委 員 年 

協 ポ 
顧 問 年 

会 
役 員 年 ー 

功 績 年 

ツ 
加 

会 長 年 

 盟 
団 
体 

役 員 年 

指 導 者 年 

年 

 
歴 

推薦理由 

上記の者を特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会功労表彰候補者に推薦 

します。 
平成 年 月 日 

特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会長 様 

推薦者 加盟団体名 

代表者氏名 ㊞ 

記載者氏名 



記載者電話 － － 

（20） 
 
 
  



 

特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会一般表彰候補団体推薦書 

（一般・団体） 

代 表 者 氏 名 
ふ り が な

団 体 名 

住 所 

所 属 電 話 ‐ 

大 会 名 

主 催 者 開 催 地 

開 催 日 成 績 

選 手 名 簿 

区 分 氏 名 備 考 区 分 氏 名 備 考 

監 督 選 手 

コーチ 選 手 

選 手 選 手 

選 手 選 手 

選 手 選 手 

選 手 選 手 

選 手 選 手 

選 手 選 手 

上記の者を特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会一般表彰候補団体に推 

薦します。 
平成 年 月 日 

特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会長 様 

推薦者 加盟団体名 

代表者氏名 ㊞ 

記載者氏名 

記載者電話 － － 

（21） 
 
 
  



特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会一般表彰候補者推薦書 

（一般・個人） 

生 年 月 日 

 ふりがな

氏 名 
 大正 

昭和 
年 月 日 

平成 

住 所 年齢 満 歳 

所 属 電話 ‐ 

大 会 名 

主 催 者 

開 催 日 

開 催 地 

成 績 

備 考 

上記の者を特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会一般表彰候補者に推薦 

します。 

平成 年 月 日 

特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会長 様 

推薦者 加盟団体名 

代表者氏名 ㊞ 

記載者氏名 

記載者電話 － － 

（22） 
 
 
  



特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会感謝状候補者推薦書 

（感謝状） 

生 年 月 日 

 ふりがな

氏 名 
 大正 

昭和 
年 月 日 

平成 

住 所 年齢 満 歳 

所 属 電話 ‐ 

功 績 

体 

 理 事 年 

監 事 年 

 
施 

設 

専門委員 年 提 
育 

協 

 顧 問 年 

幹 事 年 

 供 

・ 

普 

会 

役 

 年 

年 

年 

 及 

・ 

振 

興 
 歴 年 

員 

年 

推薦理由 

上記の者を特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会感謝状候補者に推薦し 

ます。 
平成 年 月 日 

特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会長 様 

推薦者 加盟団体名 

代表者氏名 ㊞ 

記載者氏名 

記載者電話 － － 

（23） 
 
 
  



 

特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会栗原市体育祭開催要項 

１、趣 旨 栗原市民の参加と交流を深める「市民総参加のスポーツの祭 

 典」を目指し、市民がスポーツ、レクェーションに親しみ、 

健康でたくましい心と体をつくり、スポーツを通じて心のふ 

れあいと連帯意識を高める。 

２、主 催 特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会 

３、後 援 栗原市 栗原市教育委員会 

４、主 管 特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会団体会員 

５、期日・会場 ４月から翌年３月までの間で、毎年の恒例行事として期日と 

 会場が定着するように主管団体は要項で定める。 

６、参 加 者 原則として栗原市民及び市内に勤務又は通学する人。 

 参加資格は、主管団体の裁量で要項に定める。 

７、役 員 主管団体の裁量で要項に定める。 

８、式 典 総合開会式と総合閉会式を開催する。 

９、表 彰 主催者が賞状を作成し送致する。 

10、プログラム 主管団体で作成する。 

11、経 費 大会に要する経費は参加者負担を原則とするが、所要の経費 

は、主催者、主管団体で賄う。 

12、事 務 局 主管団体で行うこととするが、総合案内は栗原市スポーツ協会が 

 行う。 

栗原市体育祭内規 

１、体育祭は、たくさんの市民が参加できるように配慮します。 

２、それぞれの競技ルールは、大会趣旨により変更して行う場合があります。 

３、審判や準備及び片付けは、参加チーム全員で行うことを基本とします。 

４、大会所要経費は、チームの参加料を基とします。 

５、プログラムの競技大会名の前に「栗原市体育祭」の文字を大きく印刷します。 

（24） 
 
 
  



栗原市体育祭事業経費交付申請書 

（申請） 

平成 年 月 日 

特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会長 様 

団体会員名 

代表者氏名 ㊞ 

栗原市体育祭開催要項の規定により、平成 年度事業経費を交付されるよう 

下記により申請いたします。 

記 

名 称 

日 時 平成 年 月 日( ) 午 時 分～午 時 分 

会 場 (詳しく) 

対 象 (詳しく) 

金 額 円(限度額 初回：１０万円 ２回以降５万円) 

添付書類 ① 計画書(プログラム) 

 ② 収支予算書 

（25） 
 
 
  



栗原市体育祭事業実績報告書 

（報告） 

平成 年 月 日 

特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会長 様 

団体会員名 

代表者氏名 ㊞ 

栗原市体育祭開催要項の規定により、平成 年度事業を実施したので報告い 

たします。 

記 

名 称 

日 時 平成 年 月 日( ) 午 時 分～午 時 分 

会 場 (詳しく) 

対 象 (詳しく) 

金 額 円(限度額 初回：１０万円 ２回以降５万円) 

添付書類 ① プログラム(結果が分かるものを提出してください。) 
② 収支精算書(証憑書類は５年間保管してください。) 

③ 写真等があれば提供してください。 

(26) 
 
 
  



特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会推進事業開催要項 

１、趣 旨 特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会加盟団体の競技力向上と 

 その振興 

を目的とした特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会主催の推進 

 事業を開 

催する。 

２、主 催 特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会・協賛機関・団体 

３、後 援 協賛機関・団体 

４、主 管 特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会加盟団体・協賛機関・団 

 体 

５、期日・会場 開催日は、４月から翌年３月までとし、会場は、栗原市内を 

 原則とする。 

６、内 容 １ 競技技術向上を図る市民参加の事業 

各種大会・各種選手権 等 

２ 競技普及、啓もうの市民参加の事業 

各種競技の集い・研修会・講習会・講座 等 

７、参 加 者 栗原市民及び市内に勤務又は通学する人。 

なお、必要に応じ参加資格を主管団体が要項で定める。 

８、役 員 主管団体が要項で定める。 

９、開 会 式 総合開会式は、体育協会定時総会の日に開催する。 

10、表 彰 賞状の統一化を図り、体育協会及び共催者の連盟で贈る。 

11、プログラム 主管 加盟団体 が企画、作成する。 

12、経 費 大会に要する経費は参加者負担を原則とするが、特定非営利 

 活動法人栗原市スポーツ協会推進事業経費交付申請書並びに同実 

績報告書に基づき、主催者、主管者で所要経費を精算する。 

13、事 務 局 主管団体で行うこととするが、総合案内は特定非営利活動法 

人栗原市スポーツ協会が行う。 

この要項は、平成２３年１２月１６日より適用する。 

(27) 
 
 
  



特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会推進事業経費交付申請書 

平成 年 月 日 

特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会長 様 

加盟団体名 

代表者氏名 ㊞ 

特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会推進事業開催要項の規定により、平成 

年度事業 

を開催するので申請いたします。 

記 

 特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会推進事業 
名 称 

日 時 平成 年 月 日 午 時 分～午 時 分 

会 場 

対 象 
総参加者数 名 

金 額 円 

添付書類 ① 計画書 プログラム

② 収支予算書 

※ 事業の開催回数は、既に体育祭で実施している通算で第〇〇回と記載してくだ 

 さい。 

※ 既に実施している啓もう啓発事業も、通算で開催回数を記載してください。 

※ 開催会場、参加対象は詳しく記載してください。 

(28) 
 
 
  



特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会推進事業実績報告書 

平成 年 月 日 

特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会長 様 

加盟団体名 

代表者氏名 ㊞ 

特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会推進事業開催要項の規定により、平成 

年度事業 

を開催したので報告いたします。 

記 

特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会推進
事業 名 称 

日 時 平成 年 月 日 午 時 分～午 時 分 

会 場 

対 象 
総参加者数 名 

金 額 円 

添付書類 ① プログラム 結果が分かるものを提出してください。

④ 収支精算書 

⑤ 写真等があれば提供してください。 

※収支精算書の証憑書類は５年間大切に保管してください。 
(29) 

 
 
  



 

特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会事務局規程 

(設 置） 

第１条 特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会(以下「協会」という。)の事務を処 

 理するため、事務局を設置する。 

(職 員) 

第２条 事務局に、事務局長及び必要な職員を置く。 

２ 事務局長及び職員は、会長が任免する。 

３ 事務局長は、理事の中から任命することが出来る。 

(書類及び帳簿等) 

第３条 事務所には、常に次に掲げる書類及び帳簿を備え付けなければならない。 

(１) 定款 

(２) 会員及び賛助会員名簿 

(３) 役員及び職員の名簿及び履歴書 

(４) 財産目録 

(５) 業務日誌 

(６) 定款に規定する期間の議事に関する書類 

(７) 収入及び支出に関する帳簿並びに証憑書類 

(８) 資産台帳及び負債台帳 (９) その他必要

な書類及び帳簿 

(管理及び運営) 

第４条 事務局の管理及び運営のための規定は、別に定める。 

附 則 

この規程は、平成２３年 ３月 １日から施行する。 

(30) 
 
 
  



 

特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会代決専決規程 

（趣旨） 

第１条 この規程は、事務の円滑、迅速な執行を期するとともに、責任の範囲を 

 明らかにするため、事務処理の代決、専決に関し、必要な事項を定めるも 

のとする。 

（定義） 

第２条 この規程において次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号の定めると 

 ころによる。 

(１) 決裁 会長及び専決権者が処理に関し、意思決定することをいう。 

(２) 代決 事務局長以下の職員が、上司不在のとき、上司に代わってその事 

 務を決裁することをいう。 

(３) 専決 事務局長がこの規程に定める事務を決裁することをいう。 

（会長不在のときの代決） 

第３条 会長が不在のときは予め定めた第一順位の副会長がその事務を代決する。 

２ 会長及び第一順位の副会長がともに不在のときは事務局長がその事務を 

代決する。 

（代決処理及び後閲） 

第４条 前条の代決は、代決者が処理欄原議の当該蘭に代決表示をし、それに押 

印することにより行う。 

２ 前項の規程により代決した場合は、必要に応じ「後閲」と朱書し、速や 

 かに閲覧を受けなければならない。 

（代決の制限） 

第５条 代決者は、次の各号のいずれかに該当する事項を代決することができな 

 い。但し、あらかじめ指揮を受けたとき、又は緊急を要するときはこの限 

りではない。 

(１) 重大、又は異例に属する事項。 

(２) 紛議論争がある事項、又は処理の結果、紛議論争を生じるおそれがある 

事項。 

(３) 上司において、事案を了知しておく必要があると認められる事項。 

(専決事項) 

第６条 事務局長の専決事項は別表のとおりとする。 

(31) 
 
 
  



第７条 事務の内容が第５条に該当する事項については前条の規程にかかわらず、 

 専決することができない。 

附 則 

この規程は、平成２３年 ３月 １日から施行する。 

(32) 
 
 
  



別表（第６条関係）その１ 

 
事 務 の 種 類 専 決 事 項 

 決 裁 権 者 

事務局長 

 
摘 要 

 文 書 管 理 等  申請 報告 照会 

回答 通知 等 
 ○ 

出張命令 復命書の査閲 ○ 

休暇の承認 事務局長 職 員 

服 務 勤務を要しない日の指定 ○ 

時間外勤務命令 ○ 

職務専念義務免除の承認 ○ 

 給料 諸手当等支出の決 

定および支出命令 
 ○ 

給 与 等 
退職手当の事務 ○ 

通勤手当の認定 ○ 

福 利 厚 生 健康診断の実施 ○ 

職 員 の 研 修 講習会 研究会等の開催 ○ 

予算の項間、目間の流用 ○ 

予 算 の 統 制 予算の目内、節内の流用 ○ 

予備費の充用 ○ 

５万円を超える食料費 ○ 

５万円以下の食料費 ○ 

１０万円を超える修繕料 ○ 

１０万円以下の修繕料 ○ 

５０万円を超える委託料 ○ 

５０万円以下の委託料 ○ 

 １０万円を超える 予 算 執 行 
消耗品、印刷製本費、役務 
費、使用料及び賃借料備品 ○ 

購入費、負担金、補助金、 

交付金、寄付金 

 １０万円以下の 

同 上 
 ○ 

 報酬、賃金、燃料費、光熱 

水費、通信費、保険料 
 ○ 
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別表（第６条関係）その２ 

決 裁 権 者 
事 務 の 種 類 専 決 事 項 摘 要 
 事務局長 

万円を超える委託料 ○ 

０万円以下の委託料 ○ 

１００万円を超える 

消耗品、印刷製本費、役務 

費、使用料及び賃借料備品 ○ 

 
支出行為の決定 

 購入費、負担金、補助金、 

交付金、寄付金 

 １００万円以下の 

同 上 
 ○ 

 報酬、賃金、燃料費、光熱 

水費、通信費、保険料 
 ○ 

支 出 命 令 ○ 

会員会費の徴収 ○ 

賛助会員の会費の徴収 ○ 

利用料金等徴収 入会金の徴収 ○ 

利用料 ○ 

教室等参加料の徴収 ○ 

 
共催後援の承認 

 新規、異例なもの ○ 

定例なもの ○ 
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特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会事務局職員服務規程 

(趣旨) 

第１条 この規程は、特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会 以下「協会」という。

 事務局に勤務する職員 臨時又は非常勤の職員を除く。 の服務に関し、必要 

 な事項を定めるものとする。 

(服務の原則) 

第２条 職員は、協会の目的及び方針を理念として上司の職務上の命令に従い、 

 誠実にして公平な職務の執行をはからなければならない。 

２ 職員は、その職務を行うにあたっては常に創意工夫をめぐらして能率の 

 発揮及び増進に努めるとともに、協会の民主的かつ効率的な運営に関して 

 積極的に検索するよう心がけなければならない。 

(職員の採用) 

第３条 職員の採用は、公募を以って行う。ただし、緊急を要する場合はこの限 

りでない。 

２ 職員の採用の決定は、理事会の承認を必要とする。 

(勤務時間) 

第４条 職員の勤務時間は、午前８時３０分から午後５時１５分までとする。 

２ 前項の勤務時間中、次のかかがる休憩時間及び休息時間をおく。 

 休憩時間 午後０時から午後０時４５分まで 

休息時間 午前１０時から１０時１５分まで及び午後３時から３時１５ 

分まで。 

 ただし、公務、その他特別の事由があるときは、臨時に変更すること 

ができる。 

(出勤) 

第５条 職員は、出勤時間を厳守し出勤したときは、直ちに出勤簿に自ら押印し 

 なければならない。 

２ 事務局長は、前項の出勤簿を管理し、常に職員の勤務状況を明確にして 

 おかなければならない。 

(休暇及び欠勤) 

第６条 職員は、別に定める年次休暇、療養休暇、病気休暇及び特別休暇を受け 

 ようとする時は、すみやかに所要の手続きをとらなければならない。 

２ 職員は、前項に掲げる場合を除き、家事その他の事由により勤務できな 

 い時は、欠勤届（様式１）を事務局長に提出しなければならない。 
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(執務上の心得) 

第７条 職員は、上司の許可を得ずに文書を持ち出し、又は他人に提示若しくは 

 告知する等の行為をしてはならない。 

２ 職員は、品位を傷つけないよう身だしなみに留意し、執務するよう心が 

 けなければならない。 

(執務環境の整理等) 

第８条 職員は、常に執務環境の整理に努めるとともに、物品、器具等の保全活 

 用に心がけなければならない。 

２ 職員は、常に所管の文書等の整理に努め、不在のときでも事務の処理に 

 支障のないようにしておかなければならない。 

(退所時の措置) 

第９条 職員は、退所時刻には、次に掲げる処置をして退所しなければならない。 

① 文書及び物品等を所定の場所に格納すること。 

② 夜間管理人に依頼する用務及び物品等を夜間管理人に確実に引き継ぐ 

こと。 

③ 火気の始末、消灯及び戸締り等、火災、盗難防止のための必要な措置 

をとり夜間管理人に確実に引き継ぐこと。 

(出張の心得) 

第 10 条 職員は、出張を命じられ、当該用務を終えて帰還したときは、すみやか 

にその概要を口頭で上司に報告するとともに、復命書(別紙２)を作成し 

て提出しなければならない。ただし、軽易なものは、復命書の作成を省 

略することができる。 

(事務引継) 

第 11 条 職員は、転任、休職及び退職等の場合には、その担任事務をすみやかに 

 後任者又は上司の指名する職員に引継ぎ、その旨を上司に報告しなければ 

ならない。 

２ 複雑した事務及び未処理事務については、従来の取扱手続き及び将来の 

 処理意見を詳述した文書を添付しなければならない。 

(時間外勤務) 

第 12 条 職員は、執務時間外に勤務を命じられた場合は、時間外勤務命令カード 

 (様式３)に所要の事項を記入して上司の決裁を受けなければならない。 

(居住地) 
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第 13 条 職員は、常に自己の居住地を明らかにしておかなければならない。 

(履歴事項異動届) 

第 14 条 職員は、本籍、現住所、氏名、資格その他履歴事項に異動が生じたとき 

は、すみやかに履歴事項異動届(様式４)を会長に提出しなければならな 

い。 

(非常の際の措置) 

第 15 条 職員は、管理している施設に火災及び地震等の災害が発生した時は、す 

 みやかに利用者の安全を図りながら避難誘導に努めなければならない。 

２ 施設及びその周辺に火災その他非常事態が発生したときは、直ちに重 

 要な文書、物品等の持ち出しなど臨機の措置をとらなければならない。 

附 則 

この規程は、平成２３年 ３月 １日より施行する。 
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特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会事務局事務分掌規程 

第１条 特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会事務局の事務分掌を次のとおりとす 

 る。 

１、庶 務 

① 秘書用務に関すること 

② 式典に関すること 

③ 褒章及び表彰に関すること 
④ 職員の給与、勤務時間その他勤務条件に関すること 

⑤ 職員の保健、福利厚生に関すること 

２、文 書 

① 定款、規程、規則及び要項等に関すること 

② 特定非営利活動法人の報告事務に関すること 

③ 公印の管守に関すること 

④ 文書の収受発送に関すること 

⑤ 文書及び定款、規程、資料の整備保存に関すること 

⑥ 報道、宣伝及び広報に関すること 

⑦ インターネットに関すること 

３、管 財 

① 財産の管理、処分及び使用に関すること 

② 財産の総括及び財産表に関すること 

③ 指定管理受委託に関すること 

④ 登記に関すること 

⑤ 自動車の管理に関すること 

⑥ 駐車場に関すること 

⑦ 物品の管理及び備品台帳に関すること 

４、防 災 

① 消防計画に関すること 

② 防災訓練に関すること 

③ 非常用施設の管理に関すること 

④ 防犯に関すること 

５、財 政 

① 予算編成及び予算統制に関すること 

② 予算の執行及び支出命令に関すること 

③ 財政計画に関すること 

④ 債務に関すること 

④ 財産収入、使用料、分担金及び負担金に関すること 
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６、会 議 

① 総会に関すること 

② 理事会に関すること 

③ 監事会に関すること 

④ 幹事会に関すること 

⑤ 専門委員会に関すること 

７、施 設 

① 施設及び設備の管理に関すること 

② 施設、設備及び備品の貸与及び使用料に関すること 

③ 施設、設備及び備品の修理、修繕に関すること 
④ 備品等の購入に関すること 

⑤ 施設の清掃に関すること 

８、事 業 

① 体育協会振興計画に関すること 
② 重点事業の企画及び実施に関すること 

③ 会員及び賛助会員の勧誘に関すること 

④ 栗原市体育祭に関すること 

⑤ 年間事業の総合調整に関すること 

⑥ 加盟団体の事業及び運営支援に関すること 

附 則 

この規程は、平成２３年３月１日より施行する。 
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特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会旅費規程 

第１条 公務のため出張する役員、職員及び職員以外の者に対し支給する旅費に 

 関し必要な事項は次のとおりとする。 

１、役員、職員及び職員以外の者が出張した場合は、旅費を支給する。 ２、

出張は、公務のための出張命令及び宮城県体育協会等から旅費の支給され 

 ない出張依頼によるものとする。 

３、交通費は、鉄道賃、船賃、バス賃及び車賃等の実費を支給する。 

４、自家用車使用の場合は、１キロメートル当たり４７円とする。 

５、日当は、１日当たり１，０００円とする。 ６、宿泊料は、１２，

０００円以内とする。 

７、出張伺、命令書は、様式１とする。 ８、出張後は、速やかに様

式２の復命書を提出する。 ９、その他執行について必要な事項は、

会長が決定する。 

様式１ 出張伺 命令書 

会 長 事務局長 総務主任 係 

年月日 出張用務 発着地名 陸路料 鉄道料 日当 宿泊料 計 

平成 年 月 日 

特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会長 様 

職 

氏名 ㊞ 

様式２ 復 命 書 

会 長 事務局長 総務主任 係 

特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会長 様 

職 

氏名 ㊞ 

命により出張したところ概要は次のとおりでした。 

１、期 間 平成 年 月 日 
２、用務先 

３、内 容 
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特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会文書取扱規程 

（趣旨） 

第１条 この規程は、文書の取り扱いに関し必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この規程において文書とは、職員が業務上作成し、または取得した書類 

 及びコンピュータによる電磁的記録をいう。 

（文書取扱の原則） 

第３条 文書は、正確かつ迅速に取り扱い、業務が円滑適正かつ効率的に行われ 

 るよう処理しなければならない。 

２ 文書は全て協会内で保管し、私有してはならない。 

（文書記述の原則） 

第４条 文書を作成するときは、文字を明確に書き、常用漢字表、現代仮名遣い、 

送り仮名つけ方並びに外来語の表記により、平易簡明な口語体にしなけれ 

ばならない。 

(秘密保持の原則) 

第５条 文書を取り扱う者は、業務上知り得た秘密を他人に口外してはならない。 

また、業務上知り得た秘密を厳守しなければならない。 

２ 秘密文書は、特に細密な注意を払って取り扱い、外部の者又は当事者以 

 外の目に触れる箇所に放置してはならない。 

文書取扱担当者

第６条 文書取扱担当者は、事務局長が職員のうちから指名する。 

２ 文書取扱担当者は、次に掲げる事項を処理するものとする。 

１ 文書の収受及び配布に関すること。 

２ 文書の整理、保管に関すること。 

３ 文書の廃棄に関すること。 

４ その他文書処理に関すること。 

文書の記載要件

第７条 文書は、１文書１件とし、次に掲げる項目を全て文書に記載すること。 

１ 文書番号「特活栗体協第○○号」の番号 

２ 発信年月日 
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３ 差出名 全て会長名とするが、軽易な文書又は事務連絡等の文書は、協 

会名、幹事長名、専門委員会長名及び事務局長名を用いることができ 

る。

４ 宛先 

５ 件名 

６ 問い合わせ先 担当者名含む

公印の使用

第７条 文書には公印を押さなければならない。ただし、軽易な文書又は内部宛 

 文書は、この限りではない。 

電子的文書の作成

第８条 コンピュータを使用して外部向け文書を作成する場合は、必ず紙面に印 

 字して発信しなければならない。 

文書の保存期間

第９条 文書の保存期間は、法令その他により特に定める場合のほか別表「文書 

 保存期間一覧表」のとおりとする。 

文書の廃棄処分

第 11 条 文書の廃棄処分は、焼却又はシュレッダー等による処分を原則とする。 

文書の非常持出

第 12 条 天災や火災などにより滅失や毀損すると業務に著しい支障をきたす恐れ 

 のある書類又は文書等は、不燃性の保管機に入れ「非常持出」の表示をす 

 ること。 

附 則 

施行期日

１ この規程は、平成２３年 ２月１日より施行する。 
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別表 文書保存期間一覧表 

１ 永久保存 

① 定款、設立認証書及び定款変更の許可書 

② 会員名簿、賛助会員名簿 

③ 総会議事録 

④ 理事会議事録 

⑤ 官公庁許可書及び認可書並びに支持命令に関する重要な文書 

⑥ 訴訟、登記等に関し永久例証となる文書 

⑦ 役員及び職員の人事に関し永久に保存する必要のある文書 

⑧ その他永久に保存する必要のある文書 

２ １０年保存 

① 予算、決算及び会計に関する諸帳簿並びに各種伝票 

② 役員及び職員の人事に関する特に重要な文書 

③ 協会経営に関する特に重要な文書 

④ その他１０年保存の特に必要のある文書 

３ ５年保存 

① 役員及び職員の人事に関する重要な文書 

② 協会経営に関する重要な文書 

③ その他５年保存の必要のある文書 

４ ３年保存 

① 役員及び職員の人事に関する軽易な文書 

② 協会経営に関する軽易な文書 

③ その他３年保存の必要のある軽易な文書 

５ １年保存 

① 役員及び職員の人事に関する特に軽易な文書 

② 協会経営に関する特に軽易な文書 

③ その他１年保存の必要のある軽易な文書 
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特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会理事の事務分掌を定める内規 

１、理事（会長、副会長を除く。）は、次の業務を担当するものとする。 

（１）総務に関すること ２名 

（２）財務に関すること ２名 

（３）事業に関すること ２名 

（４）施設に関すること １名 

（５）スポーツ少年団に関すること ２名 

２、担当理事は、所掌する業務に関する専門委員会が招集された場合はその会議 

に出席し、意見を述べることができる。 

附則 この内規は、平成２３年 ３月 １日より施行する。 

（ ） 


